
特集 平成18年度一般会計当初予算

新年度当初予算の概 

議会費
４億4,113万円（1.1%）

総務費
34億5,316万円（8.5%）

民生費 
107億8,612万円
（26.6%）

衛生費　41億1,874 万円（10.2%）

労働費　１億9,836万円（0.5%）

農林水産業費　13億5,032万円（3.3%）

商工費　７億7,122万円（1.9%）

土木費
54億4,722万円
（13.4%）

消防費
16億6,408万円
（4.1%）

教育費 
55億8,490万円
（13.8%）

災害復旧費　1,000万円（0.0%）

公債費 
64億4,270万円
（15.9%）

諸支出金　２億3,306万円（0.6%）

予備費　5,000万円（0.1%）

歳出
405億5,100万円  
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●用語の説明【歳出】
 議　会　費…市議会の運営
 総　務　費…戸籍、選挙の事務や、市役所の管理
 民　生　費…福祉や医療など
 衛　生　費…健康診断や予防接種、ごみ処理など
 労　働　費…雇用や労働対策
 農林水産業費…農業や林業の振興、農・林道やため池の整備
 商　工　費…商工業や観光の振興
 土　木　費…道路や橋、公園などの整備
 消　防　費…津山圏域消防組合の負担金や消防団活動
 教　育　費…教育や文化、スポーツの振興など
 公　債　費…市債（市の借金）の返済



特集

 要をお知らせします
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※四捨五入により計が合致しない場合や、構成比の計が100にならない場合があります※四捨五入により計が合致しない場合や、構成比の計が100にならない場合があります※四捨五入により計が合致しない場合や、構成比の計が100にならない場合があります

市税

122億2,065万円
（30.1%）

分担金及び負担金
 ８億5,066万円
　　　　　（2.1%）

　　　歳入　　　
405億5,100万円  

　　　地方交付税
 　　115億6,600万円
　　　　（28.5%）

 国庫支出金
　37億2,986万円（9.2%）

 県支出金
　24億9,705万円（6.2%）

 市債
　32億3,160万円
　（8.0%）

地方譲与税
 13億7,200万円
　　　　　（3.4%）

利子割交付金ほか
 17億3,726万円
　　　　　（4.3%）

使用料及び手数料
 ７億5,429万円
　　　　　（1.9%）

　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　  　　　固定資産税　60億6,489万円

　　　　　　　 　　軽自動車税　２億5,700万円
　　　　　 　　市たばこ税　７億2,556万円
　　　  　都市計画税　７億4,400万円
　　　入湯税　20万円
特別土地保有税　０万円

市民税
44億2,900万円

 諸収入ほか
　25億9,164万円
　（6.4%）

●用語の説明【歳入】
 地　方　交　付　税…全国の地方公共団体が同じ水準の行政を進められるよう、財政運営の均

衡をとるために国から交付されるお金
 国庫支出金・県支出金…特定の目的の財源として国や県から交付されるお金
 地　方　譲　与　税…国税として集められた税が市に分配されるお金
 市　　　　　　　　債…国から借りる借金
 利 子 割 交 付 金…預貯金の利子に課せられる県税が、市に分配されるお金
 使用料及び手数料…市の施設の使用料や、住民票や各種証明書などの交付手数料

依存財源 241億 3,377万円 59.5%

自主財源 164億 1,723万円 40.5%

国や県を経由する財源。
自治体の裁量が制限されている。

市が自らの権限で収入できる財源。




